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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。
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立正佼成会 オクラホマ教会



2

一人ひとりが「オアシス」に
庭野日鑛

立正佼成会会長



会長法話
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オクラホマ前教会長　クリス・ラドソー

仏・法・サンガの力を支えに菩薩道を歩む
――教会長のお役をとおして得られた学び

Spiritual Journey 
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Spiritual Journey
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Spiritual Journey



まんが立正佼成会入門
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教団の行事

開祖さま入寂会

10月4日は開祖さま入寂会が行なわれる日です。
1999 年（平成 11 年）10 月 4 日、満 92 歳で入

寂した開祖さまに追慕、讃歎、報恩感謝の心をさ
さげ、み教えを継承し、その実践を誓願する式典
です。
開祖さまは立正佼成会を創立して以来、法華経

の教えを世に広めて人びとを救うとともに、宗教
間の対話による世界平和の実現を願って精力的に
活動してきました。そこには、拝み合い認め合い、
分かち合い、協力し合うという「一乗の精神」が
こめられています。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
1979 年（昭和 54 年）、開祖さまはテンプルト
ン賞を受賞した。1973 年（昭和 48年）に創設
されたこの賞は、宗教の発展につくした人を表
彰するもので、「宗教界のノーベル賞」といわれ
ている。



まんが立正佼成会入門
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お会式・一乗まつり

勇ましいマトイを先頭に、笛、鉦、太鼓がリズム
をかなで、大空いっぱいに万灯の花が舞い広がる―。
「お会式」は、一般的に日蓮聖人の亡くなった日

（10月13日）に行なう法要と万灯行進を指します。
立正佼成会では、法華経を広めた日蓮聖人と、立

正佼成会を創立して、世界平和のために生涯をささ
げた開祖さまのお徳をしのび、「報恩感謝・異体同心・
広宣流布」の決意を新たにするため、毎年 10 月の
第一日曜日を「お会式・一乗まつり」と定め、本部・
大聖堂を中心に一乗行進を行なっています。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
日蓮聖人は現在の千葉県に生まれた鎌倉時代の
僧。16歳で出家し、さまざまな宗派の教えを学
びながら鎌倉や比叡山で修行をつんだ。『立正安
国論』などを著し、法華経の教えを広めること
に生涯をささげた方だ。



99

サンガは仏道のすべて

常随の弟子・阿難が、サンガについていろいろと考えた末に、お釈迦さまに、「善い

友・善い同信者をもつことは、仏道の半ばにも当たると思いますが、いかがでしょうか」

とお尋ねしたことがあります。そのときお釈迦さまは、「いや、半ばではない。善き仲

間とともにあることは、仏道のすべてである」と、お答えになっています。

世界を大きなサンガとしよう
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仏教徒としての基本的条件として「三宝帰依」があります。仏に帰依し、法に帰依し、

僧に帰依するのが、釈尊教団の一員としての必須条件でした。このうち、仏さまに帰

依し、法 ( 教え ) に帰依することは常に念頭にあっても、僧 ( 僧伽＝信仰者の結合体・

サンガ ) に帰依する思いは、ともすれば薄れがちではないでしょうか。

お釈迦さまのお言葉の「すべてである」というのは、「それによって完成する」「そ

れがなければ成就しない」という意味に解釈すべきであると私は思います。

というのは、私たちが一人でポツンと孤立して信仰しているときは、つい怠け心を

起こしたり、疑惑を生じたり、生活上のさまざまな欲望に負けたりしがちです。その

ようなとき、同信の仲間がいて、あるいは励まし、あるいは諫め、あるいは考え方の

方向を示してくれたりすれば、そういった危機を乗り切ることができます。

また、危機の回避だけではありません。私たちがある輝かしい信仰体験を得たとき、

その喜びを語る相手がいて、相手とともに「法」の確かさを証し合うことがどれほど

楽しいことか。それがどれぐらい、お互いの信仰を深めうることか。これがまた大切

なことなのです。

法華経にも、そうした証明し合うことの大切さが説かれています。お釈迦さまが「法」

をお説きになっただけでは、法華経は完成したわけではないのです。「見宝塔品」で多

宝如来が出現されて、お釈迦さまが説かれた「法」を、宝塔のなかから「善哉、善哉。

釈迦牟尼仏の説く法は真実である」と証明されたときに、初めて完成したのです。お

釈迦さまと多宝如来の二如来が宝塔のなかに並んで座られたお姿こそが、その完成の

象徴なのです。

ですから、立正佼成会の会員が、法座で体験を話し、「法」のありがたさを証明し合

うことは、法華経の教相から見ても不可欠の重要事なのです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.65-67
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「一食を捧げる運動」とは

「こころがよろこぶ一食」をテーマに

一食を捧げる運動　三つの精神

同悲

祈り 献金

祈りのことば

世界が平和になりますように

人のことを思いやる人がふえますように

まず私からやさしくなります （黙とう）

「一食を捧げる運動」の日本語ウェブサイト。精神、概要、
支援している団体からの情報、現地の声、ボランティア活
動の様子など、さまざまな情報を掲載しております。

立正佼成会の「一食を捧げる運動」は
今年で50周年を迎えます。本年は隔月
で、この運動についてご紹介します。

©WFP/Par Tim



We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp

Information about 
local Dharma centers

A Global Buddhist Movement
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